
「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種
安定多収栽培技術の確⽴に向けて

2019年3⽉7⽇
有限会社アグリクリエイト 代表取締役会⻑ ⿑藤 公雄
ヤンマーアグリ株式会社 経営企画部 新規事業推進グループ 松本 拓郎



Proprietary and Confidential Information - SL3

㈲ アグリクリエイト 様
：原料⽶⽣産・試験区の栽培管理

「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて

本試験における関係者

原料⽶
⽣産

調査
研究

茨城県農業総合センター 様
：原料⽶の栽培試験、調査、研究

ゲル化
加⼯

ライステクノロジーかわち ㈱
：試験⽶のゲル化特性・加⼯性能の確認
（ライスジュレ（⽶ゲル）製造⼯場）

センシング
ファームアイ ㈱：リモートセンシング
：ドローンによるNDVI(葉⾊)調査
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有限会社アグリクリエイト会社紹介：所在地
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【関東の⽶蔵・早場⽶の産地 稲敷市】
稲敷市の名前の由来：
⇒｢稲⽥を敷き詰めた地域｣
｢関東の⽶蔵｣

主な栽培品種：
⇒コシヒカリ、あきたこまち、
ひとめぼれ
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有限会社アグリクリエイト会社紹介：⽣産物販売事業
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「有機栽培あゆみの会」の⽣産物を中⼼に
野菜、お⽶、加⼯品等の販売を実施。

集出荷、冷蔵保管、物流機能も完備。
・⼤型冷蔵庫(-25℃〜＋25℃)の温度管理冷暖。
40フィートコンテナ総数6基、
3ｔ冷凍冷蔵コンテナ2基 完備
⽶⽤定温貯蔵庫
精⽶プラントなども完備
⾃社トラック保有

⇒お客様への細やかな要望に対応可能。
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有限会社アグリクリエイト：⽣産物販売事業（⽶）
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低温保管庫 精⽶施設）

無洗⽶装置（乾式） ⾊彩選別機

⾃動包装機、⾦属探知機 ⼩分け商品

主に有機質肥料で育てた、お⽶を販売。
専⽤の低温保管庫で、⽞⽶保管、
⇒通年販売可能。

注⽂を受けてから、専⽤の精⽶プラント
にて搗精（とうせい）を⾏い、出荷。

⾊彩選別機、異物混⼊を防ぐ⾃動包装機、
⾦属探知機、ウエイトチェッカーも完備し、
安定品質で提供。
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有限会社アグリクリエイト：農業振興部
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2004年に農業振興事業部を設⽴
⇒⾃社農場を中⼼に、環境保全型農業を実践
環境や⾷の安全・安⼼を実現するために、地域集落と
⼀体となって、環境保全型農業の「環」を広げて
いきます。

近隣のライスセンターを引き継ぎ、
⽔⽥は60ha（請負作業含む）にまで増加。

【農業振興部の耕作規模、設備】
⽔⽥60ha（うち約20haは委託）・畑1.5ha
ハウス40a・果樹園30a（平成30年現在）
230坪の穀物⽤ライスセンター施設等保有

【主要⽣産物】
⽔稲・飼料稲・加⼯⽤⽶・キウイフルーツ・⼈参など

「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて
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有限会社アグリクリエイト：⽶ゲルとの出会い
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・20年前：⿑藤会⻑と杉⼭先⽣の出会い
⇒つくばの⾷品総合研究所で先⽣の開発したシステムがきっかけ

・5年前：杉⼭先⽣と2回⽬の出会い。
⇒⽶ゲルを開発したが量産化が出来ず定年を迎えようとしていた。

・ヤンマーアグリイノベーションとの出会い。
⇒⽶ゲル開発のTV放映ビデオを⼀緒に⾒て⽶ゲルの可能性に共感。

・ライステクノロジーかわち設⽴へ
⇒河内町の新産業を作りたいという思いとも合致し、

河内町、アグリクリエイト、ヤンマーアグリイノベーションとで⼀体となり、
内閣府の加速度交付⾦を得て、給⾷センター跡に
『ライステクノロジーかわち』⼯場設⽴へ！

2019/3/4
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⽶ゲル原料⽶の⽣産者から⾒たメリットと課題_１
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作期分散により作業の分散化が可能

⽔稲栽培従事者が４⼈のため、作期分散で45ha⽔稲栽培。
倒伏の⼼配がないため、移植時期を変えても
他のお⽶と重ならない時期に収穫可能

品種
極早植ミズホチカラ
あきたこまち
ひとめぼれ
⾦のいぶき
早植ミズホチカラ
コシヒカリ
遅植ミズホチカラ
夢あおば
べこごのみ

移植時期 収穫時期
４⽉１６⽇ 10⽉上旬 ：2019年度試験予定
４⽉１８⽇ 8⽉中旬
４⽉２３⽇ 8⽉下旬
４⽉３０⽇ 9⽉下旬
５⽉ １⽇ 10⽉中旬 ：2018年度試験
５⽉ ９⽇ 9⽉下旬
５⽉２３⽇ 10⽉下旬 ：2017〜18年栽培
５⽉２６⽇ 10⽉上旬
６⽉ １⽇ 10⽉下旬
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⽶ゲル原料⽶の⽣産者から⾒たメリットと課題_２
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多収品種であるにも関わらず収量が伸びない。
2017年：遅植え （5⽉下旬）で実施。 （2017年）560kg/反
2018年：早植え （4⽉下旬）にチャレンジ。 （2018年）630kg/反
2019年：極早植え （4⽉上旬）試験予定。 （2019年）
⇒植付が遅いと収量が伸びなかったため、植付時期を早めて収量増加。

不稔が多く、粒も⼩粒が多い傾向。
⇒⼀発肥料の施肥量や植付時期で改善できないか？

乳⽩が多くお⽶の⾒た⽬はあまり良くない。
⇒乳⽩は⽶ゲルへの影響は少ない。⼀発施肥で改善できる範囲で改善したい。

2019/3/4

多収品種にも関わらず、収量が伸びない
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「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培への取り組み

１．⽶ゲル原料⽶としての要求事項

２．⽶ゲル原料⽶ミズホチカラの特⻑

３．栽培上の課題

４．安定多収栽培技術の確⽴への⽅策、実証試験

５．安定多収栽培技術へのポイント

６．今後の取組み
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⽶ゲル原料⽶としての要求事項

１．⾼アミロース⽶であること
⇒⽶ゲルの性状を決める重要項⽬。

２．⾼収量であり、交付⾦上乗せ対象(多収性専⽤品種)
⇒⽶ゲル⼯場原価低減、農家収⼊アップ

３．茨城県でも安定⽣産可能であること
⇒⽶ゲル⼯場のある稲敷郡河内町近くで栽培。

４．作期が分散できること
⇒主⾷⽤⽶と作期がずらせることで栽培しやすく。

５．品質条件
⇒異種穀粒や着⾊粒を含まないこと。⇒精⽶で改善可

⽶ゲル製造に適した⾼アミロース⽶で、
多収性で、茨城で栽培できること
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⽶ゲル原料⽶としての要求事項

多収性専⽤品種・・・主に飼料⽤⽶、⾼アミロース⽶など

"多収品種に取り組むに当たって".
農林水産省.参照
http://www.maff.go.jp/j/seisan/kokumotu/
attach/pdf/siryouyoumai-5.pdf

ミズホチカラ：多収性品種の中の⾼アミロース⽶で
九州が栽培適地の品種

＊主な⾼アミロース⽶
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⽶ゲル原料⽶ミズホチカラの特⻑

多収：800～900kg/反、倒伏に強い

“研究成果リーフレット
ミズホチカラ".
農研機構 九州沖縄
農業研究センター
参照
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
１．品種の特⻑
「ミズホチカラ」は、耐倒伏性が⾮常に強く，⽞⽶収量が多く飼料⽶や⽶粉⽤

に適した晩⽣種で，⼀穂に多くの「もみ」を付けるが乳⽩の多い⽞⽶形質である。
また、製粉時のデンプンの損傷が少なく、⽶粉パンの膨らみが良い特⻑がある。

・来歴
「ミズホチカラ」は、多収の奥⽻326号を⺟とし、86SH283⻑（⽔原258号/台
農67号）を⽗として⾏った組み合わせから九州沖縄農業研究センターで育成。

倒伏に強いため、作期分散に向く。
九州で育成された品種のため、茨城での実績少ない。

"飼料米／米粉専用稲品種「ミズホチカラ」
栽培マニュアル(暫定版)".
九州沖縄農業研究センター.参照
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
２．特性概要
１）出穂期は「ヒノヒカリ」より約７⽇遅く、九州地域では“晩⽣”に属する。
２）成熟期は,１穂籾数が多いため,通常ヒノヒカリより３週間以上遅く、

“極晩⽣”である。
３）耐倒伏性は“極強”であり、直播栽培における転び型倒伏抵抗性も

⽐較的強い。
４）⽞⽶重は⾷⽤品種よりも約20%以上重く、最⼤1t近い多収が得られた

事例もある

出穂：4⽉末植え⇒8⽉上旬出穂⇒10⽉中旬収穫
成熟：遅く、1穂の中で成熟がそろいにくく不稔が多い。
収量：不稔が多く、登熟歩合が60％程度しかない。(630kg/反)
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
３．導⼊のねらい
１）⻑所と短所
（⻑所）
○耐倒伏性が強い
○多肥栽培で極多収であり、かつ収量の安定性に⽐較的優れる。
○⽶粉パンの膨らみが良いなど⽶粉加⼯適性に優れる。

（短所）
●登熟期間が⻑く成熟期が極晩⽣になるため、⽔管理や後作との
組み合わせには注意が必要。

収量 ：多肥栽培でも安定多収が得られていない。
⽔管理：登熟期が⻑い（8⽉下旬〜10⽉上中旬）が

⽔が切られてしまう地域もある。
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
４．栽培のポイント
１）多収を得るためには多肥栽培を⾏う、また移植時期が早いほうが収量が

向上する。
２）⽣育期間が⻑いので、それを考慮した⽔管理を⾏う

５．肥培管理
基肥窒素：耐倒伏性が強いこと、⽣育期間が⻑いことから、ある程度の多肥
栽培が適する。地域の⾷⽤品種の施肥基準の1.5〜２倍を基準にする。
●10ａ当たり窒素成分10㎏〜12kg程度を基準とする。
●肥効調節型肥料を利⽤した全量基肥の場合には、晩⽣種で⽣育期間が
⻑くなるので、溶出期間の⻑いタイプを利⽤する。この場合の施肥量は窒素
成分12〜15kg/10aでよい。

収量：多肥栽培でも安定多収が得られなかった。(12kg-N/反)
⼀発肥料では登熟期に肥料が不⾜？
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
６．移植
移植時期：地域の⽥植え慣⾏に合わせればよいが、収量を上げるためには
温暖地では早植え（5⽉植え）が望ましく、暖地でも遅くとも6⽉前半までに
⽥植えすることが望ましい。

７．移植後の⽔管理
主⾷⽤品種の慣⾏に従うが、中⼲しはヒノヒカリより1週間程度出穂が遅いこと
を考慮して⾏う。
⽬安５⽉中旬植の場合出穂期は８⽉15〜20⽇前後。６⽉中旬植の場合
出穂期は９⽉1⽇〜7⽇（北部九州平坦部の場合）

（この時期に応じた中⼲し期間を設定する）

移植 ：茨城では4⽉末植えと5⽉末植えを実施。
⇒4⽉末植えの⽅が収量増加。

⽔管理：分けつ抑制の中⼲しをする（⽬安：400〜550本/m2）
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「ミズホチカラ」栽培マニュアル_2010年版：特性整理
８．穂肥
●穂肥時期：出穂の20〜25⽇前
●施⽤量 ：緩効性肥料基肥でない場合窒素成分4〜6kg/10ａ
●肥効調節型肥料を利⽤した全量基肥栽培では、基本的には穂肥施⽤の
必要はないが、葉⾊が薄くに肥効切れが⼼配される場合は、2〜3kg/10ａ
の追肥を⾏う。

９．収穫時期
穂が⼤きいことから出穂期から成熟期まで要する⽇数は通常の主⾷⽤品種
より⻑く、出穂後50⽇以上、場合によっては60⽇近くを要する。
●落⽔時期はできるだけ遅くすることが望ましい。少なくとも出穂後約35⽇〜
45⽇以上を⽬安にする。⽔利慣⾏から⻩熟期より早く⽤⽔が切れる場合は、
その直前に満⽔にして⽔尻を⽌め、できるだけ落⽔を遅らせる。

⼀発肥料で追肥なし。⇒不稔が多く登熟歩合悪い原因の可能性
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「ミズホチカラ」栽培上の課題まとめ
１．多収性専⽤品種ではあるが、不稔が多く、登塾歩合が低く、

収量が期待するレベルまで向上しない。

２．⽔管理が重要であるが、登熟期に⽔がないエリアがある。

３．乳⽩⽶が多く、養分転流が不⾜。

４．籾の充実（千粒重）を増加したい。

施肥量 ：⼀発肥料の施肥量をふった試験区設定
⇒4〜24kg-N/反

移植時期：４⽉下旬植え、5⽉下旬植え。
⇒収量、千粒重、乳⽩の影響

課題解決の⽅向性
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安定多収栽培技術の確⽴への⽅策、実証試験
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4kg-N 8kg-N 16kg-N 24kg-N

１．試験圃場の設定
：1枚20aの⽔⽥に4種類の施肥区設定（定植：4⽉30⽇）

施肥ムラをなくすために、2反を40区画に区切り、⼿撒きで肥料を施肥。

N P K

ひかりｺｰﾄ 25 5 4

肥料名
成分比（％）

２．施肥設計：⼀発肥料（ひかりコート）肥効約100⽇
即効性N：44％
緩効性N：56％（5⽉〜6⽉：16％、5⽉〜8⽉上旬：40％）
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安定多収栽培技術の確⽴への⽅策、実証試験
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３．圃場調査
１）⽣育調査

坪刈り予定区で幼穂形成期に10株を計測
・草丈、茎数、SPAD
・2株抜き取り 窒素吸収量測定

２）ドローンによるリモートセンシング：NDVI測定

３）坪刈り
収量構成要素の調査
全重、総籾重、藁重、籾藁⽐、粗⽞⽶重、
穂数、1穂籾数、登熟歩合



Proprietary and Confidential Information - SL3「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて

安定多収栽培技術の確⽴への⽅策、実証試験
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4kg-N 8kg-N 16kg-N 24kg-N

リモートセンシング調査結果

植被率
（茎数）

NDVI
（葉⾊）

窒素吸収量
（NDVI×植被率）

施肥区
設定

施肥量の区分けごとに
葉⾊が明確に分かれているが
16kg-Nと24kg-Nの差は
わかりにくい。
⇒窒素施⽤量がこれ以上

増えても、葉⾊が濃く
なりにくい。

⇒幼穂形成期での窒素吸収の
上限付近と考えられる。

⇒⼀発肥料のため、幼穂
形成期にどのくらい肥効
があったか不明。来年は
分施の試験区も検討。
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y = 0.0355x  ‐ 0.6499
R² = 0.9936

0.56
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0.60

0.62
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0.68

34.0 36.0 38.0 40.0 42.0

ND
VI

SPAD
SPADとNDVI

「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて

試験結果：窒素施肥量と幼穂形成期NDVI、SPADの関係
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SPAD、NDVIともに、窒素施肥量が4〜16kg-N/反までは、直線近似できるが、
窒素施肥量が24kg-N/反になると、直線相関が薄れる。

窒素を増やしても葉⾊がこれ以上濃くなりにくいため。

SPAD：y = 0.1665x + 33.858
R² = 0.9902

NDVI：y = 0.006x + 0.5504
R² = 0.9996
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薄れる 直線相関が

薄れる
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試験結果：幼穂形成期NDVIと収量の関係
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幼穂形成期NDVIが0.65付近が最⼤収量。
⇒それ以上のNDVIでは収量が減少する。
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収
量

（
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NDVI
幼穂形成期NDVIと収量の関係

アグリクリエイト

グラデーション圃場

ながさお農産
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試験結果：窒素施肥料と収量

Page: 26© YANMAR Co., Ltd. 2019/3/4

0.0

100.0

200.0

300.0

400.0

500.0

600.0

700.0
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収
量
（
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）

窒素施肥量kg‐N/反

窒素施肥量と精玄米・粗玄米重

粗籾重 粗玄米重

精玄米重（1.50mm） 精玄米重（1.85mm）

①窒素施肥料が16kg-N/反までは収量は増加
最⼤収量：粗籾重：900kg/反、粗⽞⽶：645kg/反

②24kg-N/反施肥区では収量は⼤幅に減少
③1.5mmと1.85mmふるいでは、精⽞⽶重に2割の収量差
（グレイダー⽬合いの差は2割の収量向上に寄与）

20m

25m

20m20m20m

4kg‐N/反 8kg‐N/反 16kg‐N/反 24kg‐N/反

1.50mm 1.85mm

4 819.7 594.7 580.9 466.2

8 852.0 617.0 602.0 460.4

16 900.3 644.9 636.6 513.8

24 698.9 467.1 438.4 346.1

窒素施肥量
kg-N/反

粗玄米重
精玄米重

粗籾重

粗籾重

粗⽞⽶重

精⽞⽶重
(1.5mm)

精⽞⽶重
(1.85mm)

＊グレイダー⽬合い差
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試験結果：窒素施肥料と登熟歩合
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ふるい差
1.85/1.50

1.50mmふるい 1.85mmふるい ％

4 60.5 44.2 73.1
8 61.6 43.8 71.1

16 64.3 51.7 80.4
24 54.6 45.5 83.4

窒素施肥量

kg-N/反
登熟歩合

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

0 10 20 30

登
熟

歩
合
(％

)

窒素施肥量（kg‐N/反）

窒素施肥量と登熟歩合

登熟歩合 1.50mmふるい

登熟歩合 1.85mmふるい

①窒素施肥料16kg-N/反付近までは登熟歩合が増加する。
②24kg-N/反施肥区では16kg-N/反施肥区よりも登熟歩合が10％減少。
③ふるい⽬が1.50の⽅が20%登熟歩合が向上するが、最⼤でも64.3%の登熟歩合。
⇒今回の⼀発肥料では窒素施肥量は16kg-N/反が適していた。

茨城県農業総合センターの試験では、穂肥実施試験区で登熟歩合70%達成。
次期作は穂肥を検討したい。

20m

25m

20m20m20m

4kg‐N/反 8kg‐N/反 16kg‐N/反 24kg‐N/反

16kg-N/反で最⼤ だが
登塾歩合が低い

グレイダー
(1.50mm)

グレイダー
(1.85mm)
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試験結果：窒素施肥料と千粒重
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千
粒
重
（
g）

窒素施肥量

窒素施肥量と千粒重の関係

千粒重 1.50mmふるい

千粒重 1.85mmふるい

①窒素施肥料が多いほど千粒重は増加するが、16kg-N/反と24kg-N/反は同等。
⇒今回の⼀発肥料における窒素量は16kg-N/反で⼗分と考えられる。

②ふるい⽬を1.50と1.85では、千粒重の差は5％であった。
⇒茨城県農総センターの試験では、千粒重が23.8gあったため、こちらも穂肥の
効果と考えられるため、こちらも来年度試験で確認したい。

ふるい差に

よる減少率

1.50mmふるい 1.85mmふるい ％

4 20.7 21.7 95.6
8 20.5 21.8 94.1

16 21.1 22.2 95.1
24 21.1 22.2 94.9

千粒重

20m

25m

20m20m20m

4kg‐N/反 8kg‐N/反 16kg‐N/反 24kg‐N/反

16〜24kg-N/反で最⼤

グレイダー
(1.50mm)

グレイダー
(1.85mm)
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安定多収栽培技術へのポイント

今年度の取り組みから茨城の気候にあった栽培マニュアルを提⽰する
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安定多収栽培技術へのポイント

ミズホチカラ栽培により150千円/反の収益となる。（50円/kgの場合）

・⽶ゲル原料⽶のミズホチカラは、⽶粉⽤⽶の直接⽀払い交付⾦に該当

＊ミズホチカラは、多収性専⽤品種
のため、12,000円/反の上乗せあり。

【試算例】
交付⾦ ：680kg/反の収量の場合105千円/反＋12千円/反＝117千円/反
お⽶販売： 50円/kg、680kg/反の場合：34千円/反

反収（kg/反）
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安定多収栽培技術へのポイント

16kg-N/10a区が最も経済メリットが期待できる

・施肥量と収量・収益－肥料代の関係
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残課題と今後の取り組み

１．収量向上試験
①登塾歩合を向上させる試験条件の検討
②千粒重を増加させるための試験条件の検討
⇒穂肥（＋実肥）の検討

登熟後半の⽔張り時期の延⻑
極早植え（4⽉上中旬）の検討

２．乳⽩の抑制試験
①養分転流を促進させる条件の検討
⇒稲株の光合成の効率化のためケイ酸の多施肥。

②根張りを促進させる資材の検討。
③追肥（穂肥＋実肥）の検討、さらにロングタイプの⼀発施肥の検討。

３．品種の再検討
①みずほちからよりも登熟の早い、同系統の品種の検討。
⇒⻄海307の栽培試験及び、ゲル化試験、製パン製試験の実施
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ヤンマーのミッション及びブランドステートメント
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なぜ、ヤンマーが⽶ゲル（ライスジュレ）に取り組むのか？

「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて
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⽶、稲作への更なる付加価値創造へ

⽶の消費低迷 国内農業の衰退 ⾷品の安全性

世界初⽶ゲル量産⼯場建設

⽣産者、消費者の課題を解決したい

ライスジュレによる安⼼安全な⾷の提供がお⽶の需要増加へ
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⽣産者の所得向上と夢を！ 消費者に健康で豊かな暮らしを！
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これからの⽔稲栽培バリューチェーン 『夢のある農業へ』

⽶ゲル

グルテンフリー
を実現する
新たな⾷品
素材！
「ライスジュレ」

「⽶ゲル」⽤の⽔稲品種安定多収栽培技術の確⽴に向けて
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㈲ アグリクリエイト 様
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ライスジュレ⼊りお⽶でできたフィナンシェ

お米でできたフィナンシェをご購入希望の方はこちらへ ⇒

ぜひ一度、ご賞味お願いいたします。




